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村のようす

(50年4月1日現在〉

世帯数 1，417戸〈ーの
人口 7)191入 (-4n
男 3，515人(-13) 
女 3，676入(-28) 
悪讃 46.62励

村

民

体

育

館
巴!:I
フE

村
営
住
宅
も

成
@
村
民
の
体
育
向
上
に
利
用
さ
れ
る
体
育
館
・

@
入
語
間
近
い
村
営
住
宅

昭
和
四
十
九
年
度
の
重
点
事
業

と
し
て
、
建
築
を
進
め
て
い
ま
し

た
村
氏
体
育
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
体
育
館
は
、
白
潟
市
の
鈴

木
建
築
設
計
事
務
所
の
設
計
、
石

別
町
の
水
谷
工
業
株
式
会
社
の
請

負
で
工
費
五
千
九
百
一
万
円
で
、

総
面
積
千
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
中

に
は
、

)ハ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

i
ル
コ

i

ト
一
面
、
パ
レ
ボ
ー
ル
コ

l
ト一

語
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
l
ト

一
語
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ

i
ト
二

部
な
ど
の
ほ
か
、
更
衣
室
、
シ
ャ

ワ

i
輩
、
水
洗
便
所
を
備
え
た
近

代
的
な
も
の
で
す
。

こ
の
体
育
諮
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
各
種
ス
ポ

i
ツ
が
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
千
百
二
十
万
円
の
工

事
費
で
、
竜
崎
宇
和
久
地
内
に
建

築
中
で
あ
り
ま
し
た
村
営
住
宅
竜

崎
団
地
十
一
戸
も
完
成
し
、
住
宅
一
行

政
が
一
歩
前
進
し
た
と
一
一
=
口
え
ま
し

F4m
〉
門
ノ
。
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わが村の予算
一般会計ワ億3千4<0，0万円

伸び率44、9ノミーセント

五
十
年
度
の
当
初
予
算
が
一
一
一
足

定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た。
今
年
の
予
算
は
、
一
般
会
計
七

健
三
千
四
百
十
一
万
円
で
昨
年
対

比
四
回
・
九
パ

i
セ
日
ート

の
伸
び

の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
棒
K
大
き
な
伸
、
び
を

示
し
て
い
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、

揺
祉
関
探
が
老
人
、
乳
幼
児
援
療

負
翠
、
児
議
手
当
の
支
給
範
閤
等

の
拡
大
、
環
境
衛
生
事
業
費
の
増

大
な
ど
に
よ
り
、
ニ
・
一
五
告
と

持
び
、
農
政
関
採
に
お
い
て
も
へ

き
地
張
興
事
業
、
特
産
振
興
事
業

農
用
地
開
発
、
地
積
調
査
事
業
な

ど
に
よ
る
も
の
と
、
盟
十
ト
九
年
小変

よ
り
の
継
続
事
業
と
し
宅
、

、五
心
l

年
完
成
を
め
ざ
す
就
労
セ
ン
タ
一da---

建
設
な
ど

K
よ
り
ニ

j
七
倍
さ
伸

び
て
お
り
ま
す
。

ま
た
密
謀
特
別
会
計
，も
昨
年
と

比
較
す
る
と
、
五
一
・
九
パ

i
セ

ン
ト
の
伸
ぴ
と
な
「
て
い
ま
す
。

と
れ
は
陸
療
費
の
ア
ッ
プ
と
、
諸

給
付
の
改
善
託
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
一
般
会
計
、
器
用
保
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
棋
入
、

歳
出
の
内
訳
は
、
次
の
、
グ
ラ
フ
の

よ
う
忙
な
り
ま
す
。

50年度一般会計予算

訳内出

村民税 17，882千円

(23.8 %) 

歳訳

3 9，534千円

(52.8 %) 

内入

国定資産税

歳

村
税
の
内
訳

50年度国民健康保険特別会計予算
その他 825~(O.4 鈎

5諸国民縫康保険税74，9 0 1 ~ (3 9.8 %) (54.9%) . 103.149千円
歳
入

予 187，995 総額

総務費S野手
12，254FIi 

保健施設費4，821時〉

歳
出

(88.2ヲの165，995 保険給付

その他 5J054~(2. 7髭〕
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50年度広域簡易水道事業会計予算

企業債利息

5，935千円

♂(18.4 %) 

給水収益

18，212千円

(56.5タの

その他
144千円
(0.4%) 

額
一
円

~

一千

入
一
口一nJι

・

，

E

，

守，f
、一
nyι

山
川
U

F

O

一
内
ペ
U

j義
Aふ
Zミ

E だ

よ
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村

長
の
施
政
方
針

『一J
一一一一一一月
定
例
議
会
か
h
hノ
』

昭
和
五
十
年
第
一
ポ
一
定
例
会
は
、
三
月
八
日
招
集
さ
れ
、
八
日
間
の
会
期
で
村
長

の
施
政
方
針
の
開
陳
、
お
よ
び
提
案
理
由
の
説
明
に
続
い
て
、
一
般
質
問
が
あ
り
、

提
出
議
案
三
十
五
件
を
慎
重
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
ま
た
、
・
請
願
書
六
件
.
の
う
ち
、
四
件
が
採
択
と
な
り
、
二
件
は
不
採
択
と
な
り
ま

じ
た
。
今
回
は
九
三
月
定
例
議
会
か
ら
ー
就
労
セ

γ
タ

1
1
保
育
所
、
村
営
住
宅
の
建

-
一
設
、
商
工
会
館
建
設
助
成
、
道
路
等
の
整
備
の
た
め
の
、
「
七
億
三
千
四
百
十
一
万

一
一
円
い
に
の
ぼ
る
!大
型
積
極
予
算
を
内
容
ー
と
す
る
ブ
村
長
の
施
政
方
針
を
掲
載
い
た
し

一一
ー
ま
す
ο

0
1

一'
力
を
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ

@

村

長

の

施

政

方

針

る

次

第

で

あ

り

ま

す

o

顧
み
れ

昭
和
五
十
年
第
一
回
定
例
議
会
ば
、

ー昭
和
四
十
六
年
四
月
村
民
の

の
開
催
に
あ
た
り
、
昭
和
五
十
年
皆
さ
ん
の
、
ご
支
持
と
ご
鞭
捷
の

度
予
算
案
な
ど
の
議
案
を
提
出
し
も
と
に
、
村
長
に
就
任
を
L
で、

て
村
政
担
当
の
所
信
を
明
か
に
「
豊
か
な
郷
土
、
明
る
い
村
政
」
の

し
、
併
せ
て
そ
れ
を
具
体
化
す
る
実
現
を
目
ざ
し
て
私
の
も
つ
若
さ

重
点
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
べ
て
を
注

機
会
を
得
、
議
会
を
始
め
と
す
る
ぎ
、
公
平
誠
実
、
奉
仕
の
初
心
を

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
貫
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
村
民
相

互
の
信
頼
と
協
調
に
よ
る
計
画
的

な
力
強
い
村
づ
く
り
を
提
唱
し
、

す
で
に
四
年
を
経
通
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
「
光
陰
箭
の
如
し
」

と
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
激

動
と
変
革
の
時
代
の
中
に
あ
っ

て
、
地
域
住
民
の
期
待
と
要
請
を

肌
身
に
感
じ
な
が
ら
、
私
な
り
の

使
命
感
に
燃
え
て
、
住
民
福
祉
の

増
進
の
た
め
の
施
策
の
計
画
と
、

実
践
を
し
た
過
去
を
顧
み
て
ま
さ

に
感
慨
無
量
な
も
の
'
が
あ
り
ま

す
。
今
任
期
を
終
ろ
う
と
し
て
自

ら
襟
を
正
し
、
謙
虚
に
反
省
し
、

静
か
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
厳
粛
な

審
判
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
間
村
政
進
展
の
た
め
に
、

温
か
い
ご
理
3

解
と
ζ

協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
議
員
諸
公
を
始
め

と
す
る
村
民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
一
九
七

0
年
代
は
早
く
か
ら
激

動
と
変
革
の
時
代
と
云
わ
れ
て
来

ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
は
繁
栄
か

ら
の
撤
退
と
云
う
試
練
の
中
に
立

ち
、
経
済
不
況
の
中
で
、
価
値
の

見
直
し
、
経
済
体
質
の
改
善
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
総
需
要

抑
制
の
も
と
に
、
地
方
自
治
は
誠

に
き
び
し
い
事
態
と
な
っ
て
参
っ

て
お
り
ま
す
。
世
界
の
驚
異
と
さ

れ
た
経
済
成
長
は
、
地
域
の
開
発

と
整
備
を
促
進
し
、
国
民
生
活
水

準
の
向
上
を
も
た
ら
し
一
ま
し
た

が
、
そ
の
反
面
、
物
価
、
公
害
、

地
域
格
差
、
農
業
の
衰
退
等
の
、

ひ
ず
F

み
と
な
っ
て
現
れ
、
そ
れ
ら

の
課
題
の
解
決
を
せ
ま
ら
れ
て
お

る
現
状
で
あ
り
ま
す
、
そ
し
て
新

し
い
政
治
の
方
向
は
、
こ
れ
ら
の

へ
い
害
を
是
正
し
た
、
安
全
性
、

健
康
性
、
を
重
視
し
た
適
度
な
経

済
の
安
定
成
長
と
、
人
間
尊
重
、

生
活
優
先
の
高
福
祉
社
会
建
設
へ

の
政
策
転
換
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
玉
川
村
も
、
こ
の
情
勢

の
中
に
あ
っ
て
、
後
進
地
域
か
ら

の
脱
出
を
企
図
し
、
よ
り
住
み
よ
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い
、
よ
り
豊
か
な
、
人
間
性
為
ふ

れ
る
地
域
社
会
の
創
造
の
た
め

に
、
必
要
な
各
謹
の
地
域
課
題
の

解
決
と
実
現
の
た
め
に
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
農

村
と
し
て
の
美
し
い
生
活
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
、
秩
序
あ
る
土
地

利
用
計
踏
に
従
っ
て
開
発
整
欝
を
d

進
め
、
必
要
な
公
共
施
設
、
生
活

環
境
施
設
の
充
実
を
は
か
り
、
い

わ
ゆ
る
都
市
的
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
を
促
進
し
、
併
せ
て
産
業
の

振
興
に
よ
る
、
一
・
ニ
・
三
次
産

業
の
均
衡
と
調
和
の
と
れ
た
住
民

所
得
の
増
大
を
は
か
つ
て
、
住
誌

の
期
待
と
要
議
拡
こ
た
い
た
ι

い
と

拝
じ
ま
す
。

私
は
就
迂
以
来
、
玉
川
村
の
山
口

部
す
る
地
様
課
題
を
一
、
村
民
撞

祉
の
増
進
、
二
、
生
活
環
境
の
猿

髄
、
一
二
、
教
育
文
化
の
振
興
と
施

設
の
充
実
、
回
、
産
業
振
興
に
よ

る
住
民
所
得
の
増
大
、
の
四
点
に

集
約
し
、
こ
れ
を
一
貫
し
て
A

重
点

施
策
と
し
て
掲
げ
、
計
画
的
な
実

現
を
は
か
つ
て
参
っ
た
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
。

ご
感
知
の
よ
う
に
本
年
度
予
算

編
成
を
め
ぐ
る
情
勢
は
銭
に
き
び

し
い
も
の
が
あ
ち
安
す
、
総
需
要

抑
制
施
策
の
継
続
と
、
経
液
不
況

を
背
設
と
し
た
公
共
投
資
の
持

制
、
犠
助
金
、
地
方
債
の
制
限
強
T

，の
ほ
か
、
人
件
費
、
物
件
費
等
の

昭和50年 4}jl日No. 104 かわたま広報

向

上

異
常
な
品
畿
は
地
方
財
政
を
硬
直

さ
せ
、
投
資
財
擦
の
確
保
を
任
追

し
て
お
ち
ま
す
。
更
応
多
様
化
、

か
っ
広
汎
に
亘
る
財
政
需
要
は
累

増
し
て
お
り
ま
す
が
、
坂
入
財
源

と
の
均
挺
を
保
つ
た
め
に
、
重
要

度
、
緊
急
変
銘
?
を
考
慮
し
な
が

ら
、
重
点
擁
策
の
撰
択
を
し
た
次

第
ぜ
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
提

案
し
ま
し
た
様
に
、
総
額
七
億
五

千
四
百
十
一
万
円
の
巨
額
に
な

り
、
前
年
度
に
対
比
し
て
ま
さ
に

四
十
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
持
び

を
示
し
、
い
わ
ゆ
る
大
型
積
極
予

算
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
消

費
的
経
費
の
節
減
む
留
意
し
、
投

資
的
事
業
の
拡
大
を
企
留
し
な
が

ら
、
特
に
自
主
財
源
の
投
入
割
合

の
少
な
い
、
有
制
約
な
補
助
事
業
の

撰
択
噂
入
に
よ
っ
て
、
特
定
俗
的
諒

ニ
殻
五
千
四
百
七
十
九
万
円
を
確

保
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
就
労
セ
ン
タ
ー
、
保

育
所
、
村
営
住
宅
、
道
路
等
の
多

額
の
投
資
卒
業
を
盛
り
込
ん
だ
本

年
度
の
財
政
選
営
誌
、
相
当
に
き

び
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
議
員
各
伎
の
ご
理
解
と
ど
協
力

を
賜
り
た
い
と
患
い
ま
す
。

次
に
本
年
震
の
重
点
施
策
に
つ

い
事
ご
説
明
を
い
た
し
た
い
と
思

つ

い
わ
ゆ
る
高
度
経
務
成
長
か
ら

福
祉
優
先
へ
の
政
策
転
換
に
対
応

し
、
村
民
が
健
康
で
安
心
し
て
幸

せ
な
生
活
を
保
障
す
る
事
業
の
推

進
と
、
施
設
の
整
備
を
進
め
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

。ま
ず
泉
保

育
所
の
改
築
で
あ
り
ま
す
が
、
ご

案
内
の
よ
う
に
老
朽
危
検
校
舎
に

保
育
所
を
設
置
し
て
数
年
を
経
過

将
来
、
須
護
保
脊
所
一
及
一
び
劫
稚
閣

の
設
置
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

お
ラ
ま
す
。
次
に
村
民
の
健
康
を

守
る
事
、業
で
あ
れ
ソ
ま
す
が
、
国
民

健
康
保
設
の
医
療
給
付
の
改
善
と

増
大
に
伴
な
っ
て
、

一国
保
税
負
担

が
援
界
比
還
し
て
来
ま
し
た
の

で
、
そ
り
軽
減
を
は
か
る
た
め
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
合
増
額

育 つ背な模し
の尚てと保六ま
童保お教:育苔 L
喪菅り育所平?こ
性児ま !の.をコザが
を設す場新メ
考の 。に築:ヌド
え増 供しト年
、加 しミイレ度
変と 士 、幼 壬むこ
に紡;必 兎近
近:.;"(1
t;、

防法 i民自
ポ考.りニ坊の七毒事ー
γ え農務福を賠
プて開策祉充 j欝
車おを等、実の
、ワはき更し健
積ま Jるめに、農
載す'つ細在吏診
車。てか会に断
等 参い的子

の
購
入
配
置
を
行
な
い
諮
訪
施
設

の
充
実
を
期
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。
、
特
に
今
呂
の
前
段
ポ
ン
プ
↑
車

購
入
試
広
域
潟
訪
組
合
と
の
折
衝

の
結
果
、
購
入
費
本
村
負
担
金
百

打
、三と

京支
--'-=・活

環

境

備

取得された村営住宅用地〈南須釜学長内地内〉

住
民
の
要
請
の
高
い
溜
路
む
整

備
で
あ
り
ま
す
が
、
総
需
要
抑
制

の
圧
迫
を
譲
り
一
般
単
独
事
業
と

し
て
の
援
が
な
さ
れ
て
、
信
源
確

保
が
困
難
な
事
情
に
あ
り
ま
す
が

極
力
そ
の
財
源
確
保
に
努
め
川
癌

庫
補
場
事
業
或
は
非
補
助
、
融
資

事
業
、

へ
き
地
振
興
事
業
等
を
導

入
し
な
が
ら
、
紙
ね
七
千
万
円
程

度
の
事
業
費
で
、
村
道
、
農
道
、

林
道
の
改
良
及
び
舗
装
の
徒
進
を

は
か
り
、
白
川
道
、
間
的
川
、
水
路
等

の
整
嶺
を
一促
進
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。又
地
域
整
備
の
均
衡
と
過
疎
対

策
と
し
て
、
須
釜
地
区
に
村
営
住

屯
十
一
戸
を
建
設
す
る
計
揺
で
、
概

ね
敷
地
の
取
得
を
終
っ
て
実
現
の

運
び
に
つ
き
た
い
と
考
え
て
お
う

次
に
水
道
事
業
の
運
営
で

A 

万
円
合
除
い
た
残
額
の
全
部
を
、

組
合
町
村
及
び
県
の
福
助
金
に
よ

っ
て
拠
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
ど
報
告
い
た
し
て
お
き
た
い
と

荘
じ
ま
す
。

の

体
育
の
振
興
と

l
J

設
の
充
実
に
つ
い
て
L

経
済
の
繁
栄
を
控
い
、
或
は
社

会
開
発
を
進
め
豊
か
な
未
来
を
つ

く
る
も
の
は
人
で
あ
ち
ま
す
、
教

つ
あ
り
ま
す
が
、
給
水
開
始
後
日
も

浅
く
、
そ
の
公
共
性
、
落
祉
性
を

考
慮
し
て
一
般
会
計
か
ら
相
当
額

の
繰
出
し
を
行
な
い
、
住
民
福
祉

に
寄
与
し
た
い
と
患
っ
て
お
り
ま

す。
叉
住
民
多
年
の
待
望
の
的
で
あ

っ
た
電
話
の
告
動
化
と
通
話
区
域

の
拡
大
も
、
こ
の
程
よ
う
や
く
達

成
さ
れ
て
、
一
部
地
区
が
区
域
外

と
な
っ
た
問
題
を
残
し
は
し
ま
し

た
が
、
概
ね
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
議

後
の
加
入
率
が
達
成
さ
れ
ま
す
こ

と
は
、
誠
に
ご
同
援
に
た
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ち
ま
す
。
そ
の
他
、

し
版
、
じ
ん
芥
-
危
険
物
等
の
処

理
を
広
域
行
政
金
持
能
率
の
中
で

進
め
、
交
通
対
策
の
充
実
強
化
も

併
せ
て
は
か
ち
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

育
文
化
の
援
興
を
果
す
役
割
は
誠

に

重

要

で

あ

る

こ

と

は

で

も
あ
ち
ま
せ
ん
G
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と
回

し、

ま
す。

て
。お

り
ま
す
T<!: 子竺 ‘以 ‘D . ，・J7Jιγι  Y，:.γ・-'.，..... レ I三星

進本校、あ充のに就と .健三豆ーたの
め年の とり分ーで建労思全4るのJ 村
た度新まな、設h セい，なこで民
いは築す利社さ γaま':.o:i'Dれ、体
とそを。用会れタすご身 lが村.育
考の来 を教る 1 ・q‘のJ活内館
え道年 期育計も 養用各の

産

業

の

振
阻

と

住
民
の
所
得
の

増
大
に
つ
い
て

住
み
良
い
豊
か
な
村
e

つ
く
り
の

基
礎
を
な
す
も
の
は
住
民
の
所
得

の
増
大
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。農
、
商
、
工
を
一
体
と
す
る
均

衡
一と
調
和
の
と
れ
た
産
業
構
造
を

ね
ら
っ
て
、
第
二
次
、
第
三
次
産

業
人
口
の
増
加
を
進
め
る
か
た
わ

ら
、
農
業
の
近
代
化
、
合
理
化
等

の
体
質
改
善
と
併
せ
て
総
合
約
な

世
帯
所
得
の
増
大
が
確
保
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
農
業
及

び
企
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
誠
に
き

九
び
し
く
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
直

沢
面
し
て
お
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を

河
得
ま
ぜ
ん
勺

た
企
業
と
従
業
員
と
双
方
の
検
討

や
と
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
危
機
が

始
打
開
さ
れ
る
様
期
待
し
た
い
と
恩

納
い
ま
す
。
村
は
こ
の
情
勢
を
適
確

貯
に
と
ら
い
て
、
国
内
食
糧
需
給
度

撤
の
向
上
と
地
域
分
担
の
方
向
を
見

-E

定
め
な
が
ら
、
新
し
い
農
政
の
展

開
に
対
応
し
て
、
h

高
能
率
、
高
生

産
の
首
都
圏
農
業
の
確
立
を
は
か

つ
て
参
り
た
い
と
思
勺
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
国
営
母
畑
総
合
農
用
地
整

備
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
目

下
本
同
意
を
と
り
ま
と
・め
中
で
あ

り
ま
す
が
、
南
須
釜
及
び
吉
地
区

A 

で
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
営
農
計

画
の
円
滑
適
正
な
実
施
に
よ
っ
て

玉
川
村
の
営
農
基
盤
は
面
白
を
一

新
す
る
は
ず
で
、
基
幹
作
物
の
近

代
化
と
主
産
地
形
成
を
促
進
し
た

い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

特
に
た
ば
こ
の
大
型
ハ
ウ
ス
の

建
築
助
成
を
行
な
い
、
百
町
歩
以

上
の
本
村
の
基
幹
作
物
と
し
て
定

着
す
る
様
な
、
各
種
の
奨
励
措
置

を
講
じ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
叉
村
単
独
の
小
規
模
土
地
改

良
事
業
も
、
思
恵
の
少
な
い
山
間

部
に
需
要
の
高
い
こ
と
を
考
慮
し

て
、
木
年
度
も
継
続
し
て
要
望
に

こ
た
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
他
農
協
と
の
提
携
の
強

化
、
或
は
野
菜
指
定
産
地
補
助
事

業
、
へ
き
地
振
興
事
業
等
の
導
入

を
し
て
農
業
の
体
質
改
善
と
、
所

得
増
大
に
必
要
な
措
置
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
就
労
セ
ン
タ
ー
建
設
は
、

今
年
度
に
お
け
る
最
大
の
事
業
で

あ
り
ま
す
。
農
村
工
業
導
入
促
進

地
域
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、
面

積
八
七
三
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

総
額
約
九
千
万
円
を
超
え
る
規
模

で
、
完
成
後
は
隣
接
す
る
体
育
館

と
相
侯
っ
て
、
本
村
の
会
議
、
集

会
、
研
修
、
娯
楽
、
ポ
ス

l
ツ
等

の
セ
ン
タ
ー
を
形
成
し
、
大
い
に

そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
住
民
福
祉

に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
を

し
て
お
り
ま
す
。

叉
今
年
度
は
玉
川
村
商
工
会
が

商
工
会
館
を
建
設
す
る
手
は
ず
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
敷
地
を
貸
付

け
、
更
に
は
建
設
補
助
金
と
し
て

五
百
万
円
を
交
付
し
て
商
工
業
の

振
興
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
上
本
年
度
の
村
政
担
当
の
所

信
と
、
重
点
施
策
の
大
要
に
つ
い

て
申
し
述
べ
ま
し
た
の
で
、
議
員

各
位
の
ご
批
判
と
ご
叱
正
を
い
た

だ
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
あ

る
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま

す。
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
最
近
の
情

勢
は
誠
に
厳
し
く
益
々
複
雑
多
様

化
を
深
め
、
行
財
政
需
要
も
今
や

質
、
量
と
も
に
増
大
し
変
容
を
と

げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
現
況
の
中

で
私
は
、
村
政
執
行
の
責
任
者
と

し
て
、
行
政
機
構
の
検
討
、
職
員

の
適
正
配
置
、
能
力
開
発
等
を
進

め
る
と
共
に
、
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
感
を
全
職
員

に
徹
底
し
、
行
政
能
率
の
向
上
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、

信
頼
さ
れ
る
役
場
の
確
立
を
約
束

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉
川
村
合
併
こ
十
一
年
目
の
-
記

念
す
べ
き
年
、
昭
和
五
十
年
は
、

住
民
の
幸
せ
を
求
め
て
努
力
と
蓄

積
を
続
け
て
来
た
長
い
過
去
の
歴

史
の
上
に
、
新
し
い
豊
か
な
未
来

を
築
き
上
げ
る
最
も
有
意
義
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
お
互
の
対

話
と
協
調
の
力
強
い
村
づ
く
り
を

提
唱
し
て
、
所
信
の
表
明
と
い
た

し
ま
す
。

老
人
、

こ
ど
も
は
、

逃
げ
や
す
い

と
こ
ろ
へ
寝
か
せ

ま
し
ょ
う
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ま
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、
第
四
子
以
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L
た
場
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に
、
出
産
手
当

(
五
千
円
)
が
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
年

四
月
一
日
よ
り
廃
止
に
な
り
、
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
部
落
と
も
区
長
さ
ん
が
改
選

さ
れ
、
新
し
い
区
長
さ
ん
に
次
の

方
々
が
就
任
し
ま
し
た
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。古
一
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鑑
。

nu--
一

，

、

-r
E
H‘

.
、、
r↑
νよ

h

‘ナ
パ
きで録

“政
旦
一

印影の判断が
困難なもの 代理人

の場合

制
度
が
変
り
ま
し
た

新たに登録する方

①な録しようとする印鑑

~)自分を証明できるもの
(運転免許証、身分証
明書等〉

た
い

‘け
で
欠
し
が
滅
の

P

面
、謄
も

印
り
る

ム代理人の場合と本人でも自

分を証明できる書類がない

場合は、その場ではな録で

きません。村から照会主を

郵送しますので、その[.o]科

書を20日以内にご自分で

お持ちください。そのうえ

で受理します。

現在登録している方 :

本人 I~ 一 ~___ A-' _ _.  '_ __.;...' I 
の場合オ①男的-録しτぁ印鑑|ム如何録しである印鑑がJl:

7一一一-， ♂ーのi:な録できない印鑑Jに
①現在登録してある印鑑| 該、与するときは‘別の印鍛

②委任状又はf混入選壬届i を登録してください。
③代理人の印鑑

本人

の場合

' 

職業やその他
の事項、模様
などを表わし
ているもの

①な録しようとする印鑑
@者I状又は代理人選任届
③f-¥;理人の印鑑

(4)刷符書

代理人

の場合T 縁のないもの

⑮
⑮

(jTqJ 印鑑登録証明書の請求

ム印鑑な録証だけをご持参く

i だ、さいo 印鑑は必要ありま正一録一
一鑑一
一印一
一①一

¥
M司
r
l
l
y

の

合

人

合

人

理

場

本

場

代

の
--u--E 

25 ~りの iE方
形に収まらな
いもの

せん。

右
て
正
つ
の

の
ま
も

り
収
う

ミ
に
ま

、
7
形
し

7
7
2
 

一⑧一

印
鑑
登
録
証
明
制
度
が
四
月

一

日
か
ら
全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
今

後
の
取
り
扱
い
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
印
鑑
登
録
証
明
書
は

原
本
を
複
写
し
た
も

の
を
交
付
し
ま
す
。

今
ま
で
の
肉
限
に
よ
る
照
合
と

手
書
き
に
よ
る
作
成
を
廃
止
し
事

務
の
近
代
化
を
図
り
ま
し
た
。

二
、
印
鑑
登
録
者
に
は
印

鐙
登
録
証
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

を鑑
必oの印
ず。か鑑
提Oわ証
示。り明
しに書
てこが
下の必
さ印要
い鑑な
。登時
録は
証印

一
、
印
鑑
登
録
の
際
、
本

人
確
認
が
よ
り
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

印
鑑
の
登
録
は
本
人
が
自
ら
申

誇
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
9

そ
の
際
運
転
免
許
証
や
身
分
証

印
依
て
な

ワ
家
れ
は

ビ
一
折
の

ユ
同
が
も

柑

M
T

い

1
t
-J

J
H
H
H
J
τ

・EJ
〉
fl
h

日
也
子
日
品

。

ム
文
、
た
ん

ゴ
三
印
満
せ

、
、
問
に
ま

他
印
の
リ
き

の
能
で
い
で

そ
万
内
引
録

明
書
な
ど
で
確
認
で
き
る
場
合
以

外
は
申
請
と
同
時
に
登
録
で
き
ま

せ
ん
。確
認
で
き
な
い
場
合
や
代
理
人

に
よ
る
登
録
申
請
の
場
合
は
本
人

の
元
に
照
会
書
を
郵
送
し
、
そ
の

回
答
書
を
本
人
に
持
参
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
登
録
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

回
、
登
録
で
き
な
い
印
鑑

が
よ
り
明
確
に
な
り

，
ま
し
た
。

氏
、
氏
名
、
名
、
氏
と
名
の
組

み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
る
印
鑑
は

登
録
で
き
ま
す
が
、
印
影
の
判
断

が
困
難
な
も
の
、
職
業
や
資
格
、

そ
の
他
模
様
な
ど
を
表
わ
し
て
い

る
も
の
、
印
面
が
欠
け
た
り
磨
滅

し
て
い
る
も
の
、
縁
の
な
い
も

の
、
ゴ
ム
印
、
ユ
ピ
ワ
印
、
万
能

印
、
三
文
判
等
は
登
録
で
き
な
い

「
土
の
病
院
」

農
作
物
が
丈
夫
に
育
ち
、
よ
り

よ
い
生
産
を
あ
げ
る
に
は
、
健
康

な
土
寺つ
く
り
が
基
本
で
す
。
そ
れ

に
は
ま
づ
土
の
地
力
を
知
り
、
土

の
性
質
に
応
じ
た
合
理
的
な
施
肥

や
、
土
壌
改
良
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
石
川
農
業
改
良
普
及
所

で
は
、
地
力
測
定
診
断
室
を
設
置

し
、
四
月
か
ら
仕
事
を
開
始
し
ま

す
。
こ
の
診
断
室
で
は
、
土
の
条

件
改
善
、
施
肥
、
栽
培
改
善
の
た

め
の
分
析
測
定
、
診
断
を
行
い
、

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
叉
大
き
さ

も
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

五

には登
九録
月切
三替
十え
日手
ま続
でき

四
月
一
日
以
降
新
た
に
印
鑑
登

録
を
す
る
方
は
、
そ
の
ま
ま
新
制

度
に
よ
る
印
鑑
登
録
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
印

鑑
登
録
を
し
て
あ
る
方
は
、
九
月

三
十
日
ま
で
の
聞
に
切
替
え
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
期
間
内
に
手
続
き

れ
な
い
と
現
在
の
登
録
は
十
月
一

日
以
降
無
効
と
な
り
、
新
規
登
録

と
同
様
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
大
切
な
印
鑑
の

登
録
申
請
や
切
替
え
手
続
き
は
本

人
白
か
ら
さ
れ
る
こ
と
が
一
番
大

事
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

を
開
設

改
善
す
へ
き
点
、
方
法
を
処
方
築

で
指
示
す
る
と
共
に
、
必
要
に
応

じ
て
現
地
指
導
も
行
い
ま
す
。

申
込
み
は
役
場
、
農
協
で
も
受

付
け
ま
す
の
で
、
部
落
ぐ
る
み
で

申
込
ん
で
は
い
か
が
・
で
し
ょ
う

カ
な
お
、
土
の
と
り
方
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
川
農

業
改
良
普
及
所
、
ま
た
は
、
役
場

・
農
協
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
石
川
農
業
改
良
普
及
所
よ
り
〉
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